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論文内容の要旨

本論文は､社会的な情報通信基盤として普及しているｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上で､ﾌﾟﾗ

ｲﾊﾞｼなどの実空間に関わる情報を取り扱うことの困難さと本質的な間題点を明

らかにするとともに､関連分野におけるｻ-ﾋﾞｽの分類や体系化を通じて､実空

間ｴﾝﾃｲﾃｲに帰属した柔軟なﾈｯﾄﾜ-ｸ資源の提供を図るｻ-ﾋﾞｽﾓﾃﾞﾙ

を提案した｡

論文は三部構成となっており､第-部では､位置情報ｼｽﾃﾑとﾌﾟﾗｲﾊﾞｼにつ

いて論述した｡移動体から発信される位置情報やｾﾝｻの値や時刻などの属性

情報は､位置情報ｼｽﾃﾑ､または位置指向の情報検索ｼｽﾃﾑとして需要が高

まっているが､情報発信者の位置情報は保護すべきﾌﾟﾗｲﾊﾞｼ情報となり得る｡

そこで､疑似識別子(pseudoID)を導入した位置情報ﾐﾄﾞﾙｳｪｱのﾌﾟﾛﾄﾀｲ

ﾌﾟｼｽﾃﾑを設計した｡これにより､位置情報と個人識別情報を直接的に管理す

ることを回避し､情報発信者の物理的な位置情報の追跡や無制限な情報流出の防

止を示した｡

第二部では､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ自動車に関する情報の流通とｻ-ﾋﾞｽの体系化につ

いて記述している｡位置情報や個人識別情報を用いて有益なｻ-ﾋﾞｽを提供して

いる分野の-つとして､ ITS分野を挙げ､研究活動の-環としてｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ

ITSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに参画した｡自動車がｲﾝﾀ-ﾈｯﾄを通じて外部社会と常時

接続されることで､どのような情報やがｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上を流通可能であるかを

議論し､既存または将来的なｻ-ﾋﾞｽを検討し､それらを分類･体系化すること

で､実空間ｴﾝﾃｲﾃｲの識別､特に車両や運転者などの識別と､それらに対す

るｱｸｾｽ制御や権限委譲の機能が今後不可欠になることを確認した｡

第三部では､移動体通信､特にﾕﾋﾞｷﾀｽ環境を前提とした場合の情報流通およ

びｻ-ﾋﾞｽの在り方として､実空間ｴﾝﾃｲﾃｲに帰属した形でのﾈｯﾄﾜ-ｸ

資源提供ﾓﾃﾞﾙを提案した｡これにより､事前登録処理を行わなくても移動先の

遥用ﾎﾟﾘｼに沿った形で柔軟にﾈｯﾄﾜ-ｸ資源が利用可能となった｡公開鍵暗

号基盤を用いたｼｽﾃﾑ設計の-例を示すと共に､その評価方法や情報の流通範

囲などについても検討を行った｡



和泉順子

論文審査結呆の要旨

本論文は､社会的な情報通信基盤として普及しているｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上で､実空間に関わ

る情報を取り扱うことの困難さと本質的な間題点を明らかにするとともに､個人の物理的な

位置情報をｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上で安仝に取り扱うためのｼｽﾃﾑを提案し､構築･評価してい

る｡また､実空間情報を有効に括用したITS分野でのｻ-ﾋﾞｽの体系化を通じ､異分野の技

術研究が協調･共生することで､新たなｻ-ﾋﾞｽが発現することを確認し､移動体通信環境

において､実空間に関わる情報に帰属した柔軟なﾈｯﾄﾜ-ｸ資源の提供を図るために､実

空間ｴﾝﾃｲﾃｲの識別とその認証およびｱｸｾｽ制御､権限委譲に関わるｻ-ﾋﾞｽﾓﾃﾞﾙ

を提案している｡

本論文の成果は以下に要約される｡

1.移動体から発信される位置情報やｾﾝｻの値や時刻などの属性情報は､情報発信者に

関するﾌﾟﾗｲﾊﾞｼ情報となり得る｡そこで､疑似識別子を導入した位置情報ﾐﾄﾞﾙｳｪｱの

ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟｼｽﾃﾑを設計し､位置情報と個人識別情報を直接的に管理することを回避し

た｡これにより､情報発信者の位置情報追跡の不可能性や位置情報の流通制御に関する有効

性が示されている｡

2.研究括動の-環として､位置情報や個人識別情報を用いて有益なｻ-ﾋﾞｽを提供して

いる分野の-つであるｲﾝﾀ-ﾈｯﾄITSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに参画し､自動車がｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ

を通じて外部社会と常時接続されることで､ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上に流通可能となる情報やｻ-

ﾋﾞｽについて議論している｡これらを分類･体系化することで､実空間ｴﾝﾃｲﾃｲの識別､

特に車両や運転者などの識別と､それらに対するｱｸｾｽ制御や権限委譲機能の必要性を論

じている｡

3.上記の論述をふまえて､移動体通信､特にﾕﾋﾞｷﾀｽ環境を前提とした場合の情報流

通およびｻ-ﾋﾞｽの在り方として､実空間ｴﾝﾃｲﾃｲに帰属した形でのﾈｯﾄﾜ-ｸ資源

提供ﾓﾃﾞﾙを提案している｡これにより､事前登録処理を行わなくても移動先の運用ﾎﾟﾘｼ

に沿った形で柔軟にﾈｯﾄﾜ-ｸ資源が利用可能となっている｡提案ﾓﾃﾞﾙは､ﾌﾟﾛﾄﾀｲ

ﾌﾟｼｽﾃﾑとして公開鍵基盤技術を用いて設計されており､その評価方法や情報の流通範囲

などについての検討がなされている｡

以上のように､本論文は情報通信基盤として社会性をもつｲﾝﾀ-ﾈｯﾄ上で､特に移

動体通信環境における実空間の流通制御として実空間ｴﾝﾃｲﾃｲの識別および認証技術に

関わるｻ-ﾋﾞｽﾓﾃﾞﾙの検討と設計を行い､その有為性を確認している｡これは学術上だけ

でなく､社会的または商業的なｻ-ﾋﾞｽに関わるｼｽﾃﾑ設計や個人情報保護対策に対して

もその貢献度は大きいと云える｡よって､本論文は博士(工学)の学位論文としてふさわしい

ものと認める｡


